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研究成果の概要（和文）：本研究遂行中にコンパクト距離空間上の力学系理論の関数解析的な 
考察の重要性を認識するに至り, 力学系が連続関数環に誘導する荷重合成作用素に関する研究

を行った。特に荷重合成作用素が固有値を持つ様なユニモジュラー荷重全体のなすアーベル群

を考察し,この群が力学系の位相的側面および測度論的側面の双方を記述していることを示し

た。この結果を群作用の力学系に対して拡張し,１コサイクルからなるアーベル群で同様の性質

を持つものを構成した。 
 
研究成果の概要（英文）：Functional analytic study of dynamical system on compact metric 
was the central theme of the research based on the research grant. The focus is on the 
weighted composition operators on continuous function algebras. Associated with each 
dynamical system, an abelian group of unimodular weight for which the operators have 
eigenvalues was defined and it turned out the group carries both topological and measure- 
theoretic aspects of the system. The result was generalized to group-action dynamics and 
an abelian group of 1-cocycle with similar property was defined and studied. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１）コンパクトハウスドルフ空間のトポロ
ジーと連続関数環の代数,また連続写像と連
続関数環上の誘導準同型の代数的性質の間
の対応について,十分な理解が得られていな
かった。 
（２）コンパクト距離空間上の力学系が誘導
する連続関数環上の線形作用素の関数解析

的性質の対応,とくに作用素のスペクトルに
関する理解が十分に得られていなかった。 
（３）従来の研究で扱われていた空間は良い
構造を持った多様体が殆どであった。またカ
テゴリー論的視点が十分に取り上げられて
こなかった。 
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２． 研究の目的 
（１） コンパクトハウスルドルフ空間のト 
ポロジーと連続関数のホモロジー代数的性
質の間の関係を, 非可換 C*環論への拡張可
能性を視野に入れながら研究する。 
（２） 力学系が誘導する連続関数環上の荷 
重合成作用素の性質,特にバナッハ空間上の
線形作用素の力学系的側面および関数解析
的側面に焦点を当てて研究する． 
 
 
３．研究の方法 
（１）位相濃度の高いコンパクトハウスドル
フ空間の連続関数環が連続写像に関して関
手的にふるまうことを利用し,距離化不可能
な空間を積極的に取り上げて研究する。 
（２）関数解析学の研究者との研究交流を通
して,線形作用素のスペクトルによる特徴づ
けを用いることによって,力学系の誘導する
荷重合成作用素を研究する。 

 
３． 研究成果 
（１） 力学系が誘導する荷重合成作用素の 
うち, 離散スペクトルを持つ様な荷重の全
体のなすアーベル群で,力学系の 1 次元コホ
モロジー群への作用(位相力学系的側面)と
力学系的１コバウンダリー(測度論的力学系 
的側面）の両方を統合しているものを見出し
た。 
（２）（１）の結果を群作用に対して拡張し, 
群の１－コサイクルの部分群で（１）と同様
な性質を持つものを見出した。 
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